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新型コロナウイルス感染症についての意見書を新内閣へ送付しました。

　９月定例会では新型コロナウイルス
感染症対策を含む一般会計補正予算を
可決し、令和元年度一般会計等決算を
認定しました。



第
４
回
９
月
定
例
会

会
期　

９
月
１
日
～
４
日

　

本
議
会
で
は
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計

等
の
決
算
認
定
を
は
じ
め
、
町
長
提
出
議

案
18
件
、
議
員
発
議
１
件
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。
慎
重
審
議
の
う
え
、
す
べ
て
の
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
73
億
５
６
５
万
８
千

円
で
前
年
度
比
１
億
１
２
２
５
万
８
千
円

（
１・６
％
）の
増
、歳
出
が
68
億
１
７
２
７
万

４
千
円
で
前
年
度
比
１
億
１
７
８
８
万
７
千

円
（
１・８
％
）の
増
と
な
り
、実
質
収
支
額
は

４
億
３
４
５
６
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
は
す
べ
て
の
会
計
で
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
会
計
決
算

病
院
事
業

　
病
院
の
体
制
維
持
を
す
る
た
め
の
人
件
費

や
経
常
経
費
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
医
業
収

益
は
前
年
度
を
上
回
っ
た
た
め
、
収
益
的
収

支
は
６
７
３
２
万
４
７
１
７
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

国
民
宿
舎
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
外

出
自
粛
等
の
影
響
に
よ
り
、消
費
税
抜
き
で
の

総
事
業
収
益
が
１
億
８
６
４
８
万
４
４
４
６

円（
前
年
度
比
５
８
３
万
４
２
３
６
円
の
減
）

で
、
純
損
失
は
１
１
６
４
万
１
２
３
９
円
の

赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

庁
舎
整
備
事
業
費

決
算
額
２
７
８
０
万
４
３
１
８
円

🆀　
内
訳
に
つ
い
て
。

A�　
役
場
庁
舎
基
本
設
計
の
設
計
事
務
所
へ

の
前
払
い
金
が
１
８
７
０
万
円
。
庁
舎
の

敷
地
測
量
費
が
４
６
０
万
１
３
０
０
円
。

敷
地
の
地
質
調
査
費
が
３
４
７
万
９
７
６

　
０
円
。
以
上
が
主
な
費
用
で
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業
費

決
算
額
３
７
１
万
３
０
０
０
円

🆀�　

予
算
が
６
０
０
万
円
で
、
執
行
率
が

61
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
効
果
も

大
き
い
の
で
、
事
業
実
績
が
伸
び
る
よ
う

に
、
要
綱
の
再
度
利
用
期
間
の
制
限
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
が
。

A�　
実
態
を
分
析
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
助
成

に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
期
間
で
で
き
る

よ
う
な
も
の
を
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

主
な
質
疑

プ
レ
ー
パ
ー
ク
事
業
費

決
算
額
95
万
８
３
７
７
円

🆀�　
令
和
元
年
度
の
進
捗
状
況
と
事
業
費
の

内
訳
は
。

A�　
当
初
、
小
鹿
野
学
童
ク
ラ
ブ
に
隣
接
し

た
遊
休
農
地
を
活
用
し
た
プ
レ
ー
パ
ー
ク

を
整
備
す
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
。
事
業

用
地
の
測
量
発
注
及
び
、
地
域
住
民
対
象

の
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
講
演
会
を
実
施
し
た

後
に
、
近
隣
住
民
の
方
か
ら
、
計
画
用
地

で
の
整
備
に
反
対
で
あ
る
と
強
い
意
向
が

示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
再
度
、
適
地
選

考
と
整
備
内
容
の
検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

�　
昨
年
度
の
事
業
実
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、

中
止
に
す
る
前
に
発
注
し
て
し
ま
っ
た
用

地
測
量
の
委
託
料
と
、
住
民
主
体
で
立
ち

上
げ
ら
れ
た
小
鹿
野
こ
ど
も
遊
び
場
準
備

会
等
の
プ
レ
ー
パ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

支
援
（
派
遣
講
師
の
謝
礼
等
）
で
す
。

【
原
案
に
反
対
】�

９
番　
岩
田　
和
幸

　

役
場
庁
舎
は
空
き
施
設
の
活
用
を
考
え
る

べ
き
で
す
。
ま
た
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
事
業
は
昨

年
度
の
例
を
見
て
も
、
計
画
性
が
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
水
道
事
業
に
関
し
て
は
、
当

初
の
説
明
と
は
異
な
る一般
会
計
か
ら
の
繰
り

出
し
に
つ
い
て
賛
成
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
反
対

し
ま
す
。

【
討
論
】（
要
約
）
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新
型
コ
ロ
ナ
対
策
町
立
病
院
感
染
予
防
対
策

事
業
補
助
金

７
０
５
０
万
５
千
円

🆀　
主
な
使
い
道
に
つ
い
て
。

A�　
資
金
援
助
に
６
０
０
０
万
円
。
除
菌
消

臭
装
置
に
７
８
０
万
円
。
オ
ン
ラ
イ
ン
面

会
整
備
に
２
０
０
万
円
。
来
院
者
検
温
対

応
機
器
導
入
に
58
万
円
な
ど
が
主
な
費
用

で
す
。

主
な
質
疑

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
秩
父
地
域
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
促
進
事
業
費

２
０
０
０
万
円

🆀�　
な
ぜ
小
鹿
野
町
だ
け
で
な
く
て
、
秩
父

地
域
全
体
が
対
象
な
の
か
。

A�　
秩
父
圏
域
全
体
で
経
済
を
回
し
た
い
と

い
う
考
え
に
基
づ
き
予
算
を
計
上
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
原
案
に
賛
成
】�

10
番　
加
藤　
喜
一

　
一
般
会
計
に
お
い
て
、
実
質
４
億
３
４
５

６
万
円
の
黒
字
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
職
員
達
が

少
な
い
経
費
で
し
っ
か
り
予
算
を
執
行
し
た
結

果
で
す
。
ま
た
、
議
員
か
ら
の
意
見
は
今
年

度
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
黒
字
会

計
に
転
じ
て
い
る
の
で
賛
成
し
ま
す
。

【
原
案
に
反
対
】�
７
番　
出
浦　
正
夫

　
黒
字
分
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
町
民
の
た
め

に
使
え
る
余
裕
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
反
対
の
理
由
と
し
て
、
国
民
健
康

保
険
の一般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
数
年
か

け
て
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
こ
と
。
次
に
、
水
道

事
業
の
出
資
債
と
秩
父
市
並
み
の
料
金
へ
の

改
定
に
つ
い
て
。
最
後
に
、
役
場
庁
舎
の
問

題
と
し
て
、
空
き
施
設
で
は
な
く
現
在
の
場

所
に
建
設
す
る
と
し
た
こ
と
と
、
２
階
建
て
ま

で
し
か
で
き
な
い
木
造
建
設
に
し
た
こ
と
。
以

上
の
点
か
ら
反
対
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

補
正
予
算

令
和
２
年
度
小
鹿
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
域
創
生
臨
時
交
付
金
」
を
利
用
し
、
主

に
次
の
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。

①
新
生
児
特
別
定
額
給
付
金
事
業

　
４
月
28
日
以
降
の
新
生
児
に
10
万
円
給
付

②
生
活
支
援
給
付
金
交
付
事
業

　

収
入
が
基
準
額
以
下
と
な
っ
た
世
帯
に

30
万
円
給
付

③��

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
検
査
費
用

助
成
金
交
付
事
業

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
必
要
と
な
っ
た
人
に
診
察

費
用
等
を
助
成

④
秩
父
地
域
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
促
進
事
業

　
１
市
３
町
で
取
り
組
む
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
事
業
に
つ
い
て
、
秩
父
市
へ
負
担
金
を

支
出

⑤
小
鹿
野
町
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
応
援
事
業

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
を
図
る
た

め
、
実
施
主
体
の
西
秩
父
商
工
会
に
対
す
る

補
助
事
業

①
か
ら
⑤
な
ど
の
経
費
を
補
正
し
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
６
７
７
万
円
を
追
加
し

た
も
の
で
す
。

財
産
の
取
得

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
８
０
８
台
、
モ
バ
イ
ル

ル
ー
タ
ー
69
台
を
５
７
１
７
万
８
千
円
で
株

式
会
社　
ナ
ブ
ア
シ
ス
ト
（
前
橋
市
）
と
取

得
契
約
す
る
こ
と
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

同
　
意

　
次
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

小
鹿
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

武
藤　
　
彰
男　
氏

小
鹿
野
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

石
田　
加
津
美　
氏

小
鹿
野
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

黒
澤　
　
哲
雄　
氏

八
木　
　
修　
　
氏

加
茂
下　
司
夫　
氏
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新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める意見書

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経済的・社会的影響をもたらしており、国民生
活への不安が続いている中で、地方税・地方交付税等の一般財源の激減が避けがたくなっている。
　地方自治体は、福祉・医療、教育・子育て、防災・減災、地方創生、地域経済活性化、雇用
対策など喫緊の財政需要への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、今後の地方財
政は、かつてない厳しい状況になることが予想される。
　よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実
に実現されるよう、強く要望する。

記

１�　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総額を確保・充実する
こと。その際、臨時財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、
償還財源を確保すること。

２�　地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮できるよう、
総額を確保すること。

３�　令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減収補填措置
を講じるとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対
応すること。

４�　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方
税の政策税制については、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有
効性・緊急性等を厳格に判断すること。

５�　特に、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直し
は、家屋・償却資産を含め、断じて行わないこと。また、新型コロナウイルス感染症緊急経
済対策として講じられた特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回
限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和２年９月18日

　　　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
　　　財務大臣　総務大臣　厚生労働大臣　　　　　　　　　あて　　　経済産業大臣　内閣官房長官
　　　経済再生担当大臣　まち・ひと・しごと創生担当大臣

埼玉県秩父郡小鹿野町議会

発議第４号

　議員発議による「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方
税財源の確保を求める意見書案」が提出され、全会一致で可決しました。
提出者　髙橋　謙治
賛成者　加藤　喜一　　笠原　義行　　出浦　正夫　　岩田　和幸
　可決された意見書は、新内閣総理大臣ほか関係行政庁に提出しました。

意 見 書 の 提 出
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猪野　武雄
・コロナ対応に関して
・コロナ対策事業に関して
・教育に関して
・役場業務の継続計画に関して
・役場庁舎の整備に関して
・幹線道路の整備に関して
・有害鳥獣対策に関して
岩田　和幸
・残土捨て場について
・町の施設について
・水道について
・道路について
・新型コロナウイルス感染症対策について
○�６～８ページに各議員から提出された一般質問の要
約を記載します。

（○は賛成、●は反対した議員）

議 員 名
議 案 名

笠
原
義
行

髙
橋
耕
也

髙
橋
謙
治

齋
藤　
維

山
中
豊
彦

猪
野
武
雄

出
浦
正
夫

眞
下　
登

岩
田
和
幸

加
藤
喜
一

黒
澤
光
司

強
矢
好
光

９
月
定
例
会

令和２年度小鹿野町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度小鹿野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度小鹿野町介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
令和２年度国民健康保険町立小鹿野中央病院事業会計補正予
算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
工事請負変更契約の締結について（防災行政無線デジタル化
更新工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

財産の取得について（タブレット端末808台ほか） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

小鹿野町教育委員会教育長の任命について（武藤彰男氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

小鹿野町教育委員会委員の任命について（石田加津美氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
小鹿野町固定資産評価審査委員会委員の選任について（黒澤
哲雄氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
小鹿野町固定資産評価審査委員会委員の選任について（八木
　修氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
小鹿野町固定資産評価審査委員会委員の選任について（加茂
下司夫氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和元年度小鹿野町一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ － ○
令和元年度小鹿野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
令和元年度小鹿野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
令和元年度小鹿野町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
令和元年度小鹿野町浄化槽設置管理等特別会計歳入歳出決算
の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
令和元年度国民健康保険町立小鹿野中央病院事業会計利益の
処分及び決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
令和元年度小鹿野町営国民宿舎事業会計利益の処分及び決算
の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪
化に対し地方税財源の確保を求める意見書案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

※ 黒澤光司議員は議長のため採決に加わっていません。
※ 条例の内容については町ホームページの「小鹿野町例規集」でご確認いただけます。

予算・条例等の審議結果

町政に対する一般質問 一般質問一覧（質問順）
出浦　正夫
・�新型コロナウイルス感染症対策について、特に今後、
町内で感染者が出た場合の対策について
・産業振興について
・障害者の福祉について
・公共工事残土捨て場について
笠原　義行
・�新型コロナウイルスの影響等における新しい生活ス
タイルに対する町の政策について
・地域商社について
齋藤　　維
・新庁舎建設基本設計案について
・生産年齢人口の減少について
・移住支援について
髙橋　謙治
・持続可能な小鹿野町の創造について
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※議員各自で90分以内の一般質問の内容を要約しています。

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
９月
定例会

質　
広
域
水
道
の
統
一
料
金
改

定
が
計
画
ど
お
り
行
わ
れ
る

と
大
口
利
用
者
で
あ
る
企
業
、

事
業
所
の
利
用
料
金
が
大
幅

増
と
な
り
ま
す
。
産
業
振
興

策
と
し
て
大
口
利
用
者
に
対

す
る
補
助
金
制
度
を
作
る
べ

き
と
考
え
ま
す
が
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

答　
広
域
水
道
の
統
一
料
金
改

定
は
令
和
３
年
４
月
の
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
び
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
も
踏
ま
え

て
、
ま
た
秩
父
広
域
市
町
村

圏
組
合
と
の
協
議
の
上
で
、

料
金
改
正
を
半
年
間
先
送
る

考
え
を
６
月
に
発
表
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

一
時
的
な
措
置
で
あ
り
、
そ

の
後
は
負
担
が
増
え
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
　
住
民
は
も
と
よ
り
、
町
内

の
事
業
所
や
企
業
を
支
え
る

こ
と
も
町
の
重
要
な
役
割
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
水
道
の
大
口
利
用
者
で

あ
る
企
業
、
事
業
所
に
対
す

る
水
道
料
金
の
支
援
措
置
を

検
討
し
進
め
る
よ
う
、
担
当

課
に
指
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

質　
町
の
公
共
残
土
捨
て
場
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
両
神
長

又
・
同
小
桜
地
内
の
残
土
捨

て
場
に
つ
い
て
は
、
雑
草
が

繁
茂
し
て
い
る
が
除
去
が
必

要
で
は
な
い
か
、
ま
た
責
任

の
所
在
を
明
確
に
す
る
看
板

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
雑
草
除
去
に
つ
い
て
は
、

町
長
の
指
示
を
受
け
て
い
ま

す
の
で
実
行
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
看
板
表
示
に
つ
い
て

は
設
置
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

質　
坂
戸
残
土
捨
て
場
へ
合
角

ダ
ム
、
二
瀬
ダ
ム
か
ら
の
土

砂
受
け
入
れ
計
画
が
あ
り
ま

す
が
、
設
置
時
の
住
民
へ
の

説
明
に
反
し
て
い
ま
す
。
住

民
へ
の
説
明
を
き
ち
ん
と
行

う
べ
き
と
考
え
ま
す
が
町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　
確
か
に
周
辺
地
区
住
民
に

対
す
る
説
明
は
不
充
分
だ
っ

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
新
た
な
事

業
展
開
に
対

し
て
は
、
説

明
責
任
を
果

す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

質　
町
民
誰
も
が
、
い
つ
で
も

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
る

体
制
が
町
に
で
き
れ
ば
、
安

心
で
理
想
的
だ
が
…
。

答　
多
大
な
運
営
費
用
と
共
に

施
設
や
人
員
体
制
を
伴
う
た

め
実
現
は
困
難
で
あ
る
。
し

か
し
、
自
覚
症
状
が
あ
る
場

合
に
、
医
師

の
判
断
の
も

と
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
で
き
る

体
制
を
町
内

に
構
築
す
る
。

質　
町
内
の
高
齢
者
福
祉
施
設

等
に
対
し
、
面
会
で
き
な
い

こ
と
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
ケ
ア

対
策
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
面

会
の
施
設
整
備
が
で
き
る
よ

う
、
町
の
補
助
事
業
と
し
て

取
組
む
べ
き
だ
が
…
。

答　
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
の
国

の
交
付
金
を
活
用
し
、
当
該

面
会
施
設
整
備
が
で
き
る
よ

う
補
助
事
業
を
創
設
す
る
。

質　
６
月
か
ら
再
開
し
た
学
校

は
、
３
か
月
の
経
過
と
共
に

短
い
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
い

る
。
現
在
の
子
供
た
ち
の
様

子
と
学
校
運
営
の
状
況
を
伺

い
た
い
。

答　
小
・
中
学
校
共
に
子
供
た

ち
は
元
気
に
頑
張
っ
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
に
あ

る
子
供
た
ち
に
配
慮
し
て
い

く
。
ま
た
、
教
育
課
程
の
遅

れ
は
、
子
供
た
ち
の
負
担
に

配
慮
し
な
が
ら
、
今
年
度
中

の
取
り
戻
し
を
目
指
す
。

質　
「
長
尾
根
ト
ン
ネ
ル
」
の

整
備
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
実

現
が
逆
風
下
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
整
備
に
向
け
た

町
長
の
決
意
は
い
か
が
か
。

答　
町
民
の
皆
様
に
「
松
井
田

地
内
か
ら
長
尾
根
ト
ン
ネ
ル

を
開
削
し
て
い
た
だ
く
と
共

に
、
そ
の
先
と
な
る
秩
父
小

鹿
野
バ
イ
パ
ス
を
含
む
全
て

の
構
想
ル
ー
ト
が
実
現
」
の

報
告
が
で
き
る
よ
う
、
ひ
た

す
ら
要
望
活
動
に
努
め
て
い

く
。

質　
コ
ロ
ナ
禍
に
鑑
み
、
役
場

庁
舎
の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
に
見
直
し
点
が
あ
る
か
。

因
み
に
、
県
庁
舎
建
設
中
の

岐
阜
県
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策

に
庁
舎
整
備
積
立
金
を
取
り

崩
す
と
い
う
が
…
。

答　
町
の
基
幹
的
事
業
で
あ
る

と
共
に
、
財
源
は
有
利
な
合

併
特
例
費
を
充
て
る
こ
と
が

で
き
る
。
よ
っ
て
、
役
場
庁

舎
の
整
備
は
予
定
通
り
進
め

た
い
。

町
を
挙
げ
て
の
コ
ロ
ナ
対
応
で

日
常
を
早
く
取
り
戻
そ
う
！

猪
野
　
武
雄 

議
員

水
道
大
口
利
用
者
へ
の
助
成
を
！

坂
戸
残
土
捨
て
場
に
関
す
る
説
明
責
任
を
！

出
浦
　
正
夫 

議
員
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
等

に
お
け
る
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル

に
対
す
る
町
の
政
策
に
つ
い
て

質　
リ
モ
ー
ト
会
議
等
が
、
全

国
的
に
も
様
々
な
分
野
で
広

が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
町
で

主
催
、
設
営
の
会
議
等
、
設

備
を
整
備
し
、
現
状
と
併
用

す
る
こ
と
が
可
能
と
感
じ
ま

す
が
い
か
が
お
考
え
で
す

か
？

答　
役
場
各
庁
舎
及
び
出
先
機

関
へ
の
整
備
を
進
め
る
た

め
、
本
定
例
会
の
補
正
予
算

に
「
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

整
備
事
業
」
と
し
て
計
上
し

て
い
ま
す
。
今
後
リ
モ
ー
ト

会
議
の
活
用
は
、
感
染
拡
大

を
防
ぐ
「
３
密
」
を
避
け
る

た
め
の
手
段
と
し
て
有
効
と

考
え
ま
す
の
で
、
出
席
さ
れ

る
方
の
Ⅰ
Ｔ
環
境
や
状
況
を

踏
ま
え
、
活
用
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

質　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
が
混
在

質　
役
場
庁
舎
基
本
設
計
を
作

る
際
、
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
て
、
町
民
が
利

用
し
や
す
く
親
し
み
や
す
い

新
庁
舎
と
な
る
よ
う
ア
イ
デ

ア
を
集
め
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
に
基
本
設
計
に
反
映
し

た
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
役
場
庁
舎
基
本
設
計
検
討

案
で
は
、
議
場
を
別
棟
に
配

置
し
た
案
を
含
め
三
案
を
提

案
し
ま
し
た
。
別
棟
案
に
つ

い
て
は
賛
否
両
論
あ
り
ま
し

た
が
、
管
理
面
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
な
ど
を
考
え
る
と

一
棟
が
良
い
と
の
意
見
が
あ

り
、
こ
れ
を
参
考
に
し
ま
し

た
。
議
場
利
用
に
つ
い
て
も

す
る
状
況
に
な
っ
た
場
合
、

各
医
療
機
関
や
教
育
施
設
の

対
応
が
問
題
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
具
体
的
な
対
応
策
を

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答　
病
院
の
対
応
策
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
徹
底
的
な
院

内
感
染
防
止
策
を
講
じ
日
本

感
染
症
学
会
「
今
冬
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
ｃ
ｏ
ｖ
ｉ

ｄ‒

19
に
備
え
て
」
の
提
言

を
踏
ま
え
適
切
な
医
療
が
提

供
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。
学
校
に
つ
い
て
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
し
て
は
こ

れ
ま
で
同
様
の
基
準
に
沿
っ

て
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

し
て
は
保
健
所
の
指
示
を
受

け
る
と
と
も
に
感
染
者
の
情

報
取
集
等
、
家
庭
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
感
染
拡
大
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

質　
多
子
世
帯
で
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か

か
る
家
計
へ
の
負
担
も
多
い

様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
中
で
、

多
目
的
利
用
が
で
き
、
な
お

か
つ
１
階
が
良
い
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
設
計

に
反
映
し
ま
し
た
。
ま
た

人
々
が
集
ま
れ
る
ス
ペ
ー
ス

が
バ
ス
停
の
近
く
に
あ
っ
た

方
が
良
い
と
の
意
見
は
、
町

民
ラ
ウ
ン
ジ
の
配
置
の
参
考

に
い
た
し
ま
し
た
。
ソ
フ
ト

面
の
意
見
が
多
か
っ
た
た
め
、

実
施
設
計
に
盛
り
込
む
意
見

が
多
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
基
本
設
計

に
反
映
す
べ
き
意
見
に
つ
い

て
は
、
取
り
入
れ
た
設
計
と

し
て
い
ま
す
。

質　
町
民
ラ
ウ
ン
ジ
に
つ
い
て

と
思
い
ま
す
が
補
助
等
は
考

え
て
お
り
ま
す
か
？

答　
現
在
高
齢
者
や
中
学
３
年

生
へ
の
補
助
は
行
っ
て
お
り

ま
す
が
全
町
民
へ
と
い
う
の

は
難
し
い
と
感
じ
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
の
量
や
、
財
源
等
の

問
題
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
今

後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

で
は
、
多
世
代
に
渡
っ
て
集

え
る
よ
う
な
場
を
希
望
す
る

声
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
を
お

考
え
か
伺
い
ま
す
。

答　
町
民
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
入
り

や
す
い
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ

げ
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
考
え
、

本
が
あ
っ
た
り
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が

繋
が
り
、
子
ど
も
達
が
学
校

帰
り
に
自
習
で
き
た
り
、
バ

ス
を
待
つ
方
が
ゆ
っ
く
り
く

つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
、
そ
し

て
観
光
案
内
所
の
部
分
を
活

か
し
て
一
体
利
用
し
て
い
く

考
え
で
す
。

質　
観
光
案
内
所
や
そ
の
横
の

石
蔵
を
カ
フ
ェ
や
飲
食
で
き

る
場
所
と
し
て
希
望
す
る
声

が
多
数
あ
り
ま
し
た
が
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
伺
い
ま

す
。

答　
今
は
庁
舎
の
設
計
段
階
で

す
の
で
、
今
後
設
計
を
進
め

て
い
く
上
で
、
こ
の
一
体
利

用
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
い
た
だ
い
た
意

見
を
参
考
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

町
民
の
声
を
反
映
し
た

役
場
庁
舎
設
計
へ

齋
藤
　
　
維 

議
員

【
次
代
へ
歩
む

新
小
鹿
野
町
の
創
造
】

笠
原
　
義
行 

議
員
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編

集

後

記

環境にやさしいインクを
使用しています。 14

７月16日 原水爆禁止国民平和大行進賛助金 3,000
令和２年度　支出合計 3,000

▼
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
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治

　
副
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員
長　
　
山
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豊
彦

　
委　
　
員　
　
髙
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耕
也

　
　
　

〃　　
　
　
加
藤　
喜
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〃　　
　
　
黒
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光
司

　
　
　

〃　　
　
　
猪
野　
武
雄

　
九
月
議
会
が
終
わ
る
と
、
季

節
の
移
ろ
い
は
早
く
、
記
念
す

べ
き
「
議
会
だ
よ
り
」
第
60
号

を
編
集
、
発
行
す
る
頃
に
は
、

山
々
の
紅
葉
は
彩
り
を
増
し
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
合
併
し
て
十
五
年
。
年
四
回

の
議
会
定
例
会
も
60
回
の
会
を

数
え
、そ
の
度
に
発
行
す
る「
議

会
だ
よ
り
」。
町
民
の
皆
様
に

議
会
の
様
子
を
分
か
り
易
く
伝

え
る
様
、
歴
代
の
編
集
委
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
研
鑽
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
公

平
、
公
正
な
立
場
で
議
会
内
容

を
伝
え
て
参
り
ま
す
の
で
、
是

非
、
ご
愛
読
下
さ
い
ま
す
様
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
す
る
折
り
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
下
さ
い
ま

せ
。

　町の議会は、年４回の定例会（３月・６月・９月・12月）と、必要に応じて臨時
会が開かれます。
　町政の動きを知るためにも、気軽に傍聴してください。
次回定例会は、12月上旬開催予定です。
※�小鹿野文化センター・両神庁舎・両神ふるさと総合会館のテレビモニター中継も

ご利用ください。

　小鹿野町議会ホームページで、平成21年以降の議会会議録が閲覧
できます。ぜひ、ご利用ください。
　右のコードまたは「小鹿野町議会」で検索ください。

質　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
、
海
外
を
含
ん
だ
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
依
存
に
よ
る

物
資
の
不
足
な
ど
、
多
く
の

脅
威
が
露
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
今
後
の
社
会
で
は
、
出
来

る
だ
け
地
域
で
自
給
自
足
を

行
え
る
自
立
分
散
型
の
社
会

が
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
　
し
か
し
、
当
町
が
有
す
る

資
源
の
み
で
は
充
足
で
き
な

い
部
分
も
多
く
、
他
地
域
と

の
相
互
協
力
も
重
要
で
す
。

　
　
今
後
、
当
町
資
源
の
活
用

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
等

の
計
画
が
あ
る
か
否
か
伺
い

ま
す
。

答　
当
町
内
の
資
源
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
創
出
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ち
ち
ぶ
環
境
基

本
計
画
に
お
い
て
地
域
資
源

を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
低

炭
素
な
ま
ち
づ
く
り
が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
各
市
町
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
で
は
、

賦
存
す
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
状
況
調
査
や
、
利
用
形
態

調
査
等
を
実
施
し
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
努
め

て
参
り
ま
す
。

質　
様
々
な
リ
ス
ク
に
対
応
し
、

持
続
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、

秩
父
圏
域
自
治
体
や
、
都
市

部
自
治
体
等
と
相
互
に
協
力

し
て
い
く
体
制
づ
く
り
（
小

鹿
野
町
版
地
域
循
環
共
生
圏

づ
く
り
）
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
構
想
や

計
画
等
を
伺
い
ま
す
。

答　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
相

互
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
現
在
は
、
ち
ち
ぶ
定
住
自

立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

き
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
、

教
育
、
産
業
振
興
、
環
境
等

の
分
野
で
互
い
の
独
自
性
を

尊
重
し
な
が
ら
圏
域
全
体
の

活
性
化
と
福
祉
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

質　
環
境
省
で
地
域
循
環
共
生

圏
づ
く
り
を
支
援
し
て
頂
け

る
よ
う
で
す
が
、
取
組
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

答　
地
域
循
環
共
生
圏
づ
く
り

は
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
経
済
優
先

の
時
代
か
ら
、
環
境
が
非
常

に
大
事
な
時
代
に
な
っ
て
来

て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■議長交際費の公開■　令和２年７月～９月

議会の傍聴をしませんか！

議会会議録が閲覧できます！
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